
静的デブリ冷却システムの開発 Phase II 

（5）MCCI抑制の実証 

Development of Passive Debris Cooling System Phase II 

(5) Validation of Suppressing Molten Core - Concrete Interaction 
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耐火材敷設により MCCI（Molten Core - Concrete Interaction）抑制できることを実証した。実証試験は、底

面に ZrO2、Al2O3耐火材の組合せ構造、異なるメーカ製の ZrO2耐火材、側壁に ZrO2耐火材を敷設した場合、

さらに耐火材を敷設しない場合の全 5 ケース実施した。 
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1. 緒言 

静的デブリ冷却システムは格納容器底部に耐火材を敷設し、溶融

デブリを受け止め、デブリ上面より注水し MCCI を抑制する。デブ

リが耐火材上に落下した際の耐火材および耐火材下のコンクリート

の健全性確認を目的とし、全 5 ケースの実証試験を実施した。 

2. 実証試験 

実証試験は、2500 ℃まで加熱した模擬溶融デブリを図 1 に示す試

験体（代表例としてケース 2 試験体を示す）へ落下させる。崩壊熱

模擬としてデブリを誘導加熱し、デブリ上面へ注水した。 

全 5 ケースの試験体構造を示す。ケース 1：底面に ZrO2耐火材の

み、ケース 2：底面に ZrO2と Al2O3耐火材の組合せ、ケース 3：底面

に異なるメーカ製の ZrO2を敷設、ケース 4：底面と側壁に ZrO2耐火

材を敷設、ケース 5：耐火材を敷設せずコンクリートのみ。 

実証試験は、耐火材とコンクリート温度を計測するとともに試験

後の試験体の断面観察をすることでコンクリートの健全性を調査し

た。代表的な例として図 2 にケース 2 の試験体断面を示す。ケース

5 を除き、コンクリート温度は MCCI 抑制の目安とした 727 ℃以下

を維持でき、試験終了後の断面からもコンクリートに損傷や変色は

認められず、健全であることを確認できた。 

3. 結論 

ZrO2耐火材、あるいは ZrO2耐火材と Al2O3耐火材を組合せて敷設することで、MCCI を抑制できることを

実証できた。 
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図 2 試験体切断面写真（ケース 2） 

図 1 耐火材を敷設した試験体概略 
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